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《研究ノート》

１．はじめに

1－1　研究の背景と目的

　航空旅客輸送は、観光活動を成立させ

る基盤的要素の一つであり、観光地への

アクセス性や観光行動の空間的広がりに

大きな影響を及ぼしてきた。Crisóstomo

（2020）は、航空輸送が観光システム全体

の機能において中核的な役割を果たして

いることを指摘しており、Mazzola et 

al.（2022）もまた、航空サービスの充実

が観光地の発展を直接的に支えている点

を明らかにしている。

　観光需要の拡大は、航空サービスの供

給拡充や空港インフラ整備を促進する要

因となり（Bieger and Wittmer、2006；

Spasojevic and Lohmann、2022）、そ の

一方で、航空ネットワークの発展は観光

客到着数の増加を通じて地域経済の活性

化に寄与すると考えられる（Fernández 

et al.、2018）。このように、航空旅客輸

送と観光は相互に影響を及ぼし合う関係

にあり、両者の連携は観光産業の成長を

支える重要な前提条件となってきた

（Hvass、2014；Tian et al.、2022）。

　さらに近年では、低コスト航空会社（以

下、LCC と記す。）の台頭や航空ネット

ワークの多様化が、観光の地理的分布に

新たな変化をもたらしている。LCCによ

る新規路線の開設は、従来アクセスが限

定されていた地域への移動を容易にし、

観光需要の地域的分散を促す要因として

位置づけられている（Fernández et al.、

2018；Su et al.、2019）。

　しかしながら、航空輸送の拡大は、持

続可能性の観点から無視できない課題も

伴っている。観光関連の温室効果ガス排

出の中で航空部門が占める割合は大きく

（Peeters and Eijgelaar、2014）、特 に 中

長距離航空需要の増大が観光産業全体の

カーボンフットプリント拡大を招いてい

ることが指摘されている（Filimonau and 

Högström、2017；Kamb et al.、2021）。

また、航空輸送の自由化や規制緩和は観

光 産 業 の 成 長 を 後 押 し す る 一 方 で

（Vergori and Arima、2022b）、観光需要

の特定地域への集中や航空ネットワーク

の偏在化といった構造的リスクを高める

可 能 性 も 指 摘 さ れ て い る（Warnock-

Smith and Christidis、2021）。

　以上の先行研究を踏まえると、航空旅

客輸送と観光の関係は、経済的・社会的

便益をもたらす一方で、環境的および構

造的な課題を内包する、多面的かつ複雑

な関係であるといえる。ただし、既存研

究の多くは特定の地域や個別事例に焦点

を当てた分析にとどまっており、航空旅

客輸送と観光の相互作用を横断的かつ体

系的に整理した研究は必ずしも十分とは

言えない。

　そこで本研究では、既存研究の整理・

喬
き ょ

　暁
し

璐
る

和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程

This paper systematically reviews 160 academic studies published between 2005 and 2024 that examine the interaction between 

air passenger transport and tourism. The literature was collected from the WOS/SSCI database based on searches of titles, 

abstracts, and author keywords. A keyword-based grouping procedure was employed, in which conceptually similar keywords 

were classified into the following seven conceptual groups: sustainable development, policy and strategy, management and 

administration, services and service quality, tourism and destinations, industry research, and research methodology. The analysis 

reveals that greenhouse gas emissions, air transport liberalization, and tourism demand are among the most frequently discussed 

topics. Moreover, the number of publications has shown a gradual upward trend, with a particularly notable increase after 2016. 

By systematically organizing existing studies and outlining the overall structure of the field, this paper contributes to clarifying 

current research focuses and identifying future challenges. Looking ahead, further development in this research domain is 

expected through the expansion of data sources, diversification of search strategies, and advancement of analytical methods, 

which will facilitate both theoretical refinement and practical applications regarding the relationship between air passenger 

transport and tourism.

キーワード：航空旅客輸送、観光、相互作用、レビュー、キーワード概念グループ

Keywords：Air Passenger Transport, Tourism, Interaction, Systematic Review, Keyword-Based Conceptual Grouping

航空旅客輸送と観光の相互作用に関する
研究の現状と課題



－152－

日本国際観光学会論文集（第33号）March,2026

分析を通じて、航空旅客輸送と観光との

相互作用に関する研究動向と課題を明確

化するとともに、今後の理論的および実

証的研究の展開に資する視点を提示する

ことを目的とする。

２．研究方法

2－1　データベースの選定

　本研究では、オンライン文献データ

ベ ー ス で あ る Web of Science お よ び

Social Sciences Citation Index（以 下、

WOS／SSCIと記す。）を選定し、研究対

象文献の抽出を行った。

2－2　キーワードの選定および抽出フ

ィールド

　航空旅客輸送に関するキーワードとし

て、「air transport」、「air transportation」、

「aviation」、「airline」、「airlines」、「airport」

を設定した。また、観光に関するキーワー

ドとして、「tourism」および「tourist」を

設定した。これらのキーワードを組み合わ

せ、WOS／SSCIの検索ルールに従い、論

理演算子「and」および「or」を用いて検

索式を構築した。

　検索は、文献のタイトル（Title）、抄

録（Abstract）、および著者キーワード

（Author Keywords）の各フィールドに

適用した。その結果、合計で744本の文献

が抽出された。

　検索式は以下の通りである。

TI＝（“air transport” and “tourism”）OR 

TI＝（“air transportation” and “tourism”） 

OR TI＝（“airline” and “tourism”） OR TI

＝（“airlines” and “tourism”） OR TI＝

（“airport” and “tourism”） OR TI＝

（“aviation” and “tourism”） OR TI＝（“air 

transport” and “tourist”） OR TI＝（“air 

transportation” and “tourist”） OR TI＝

（“airline” and “tourist”） OR TI＝

（“airlines” and “tourist”） OR TI＝

（“airport” and “tourist”） OR TI＝

（“aviation” and “tourist”） OR AB＝（“air 

transport” and “tourism”） OR AB＝（“air 

transportation” and “tourism”） OR AB＝

（“airline” and “tourism”） OR AB＝

（“airlines” and “tourism”） OR AB＝

（“airport” and “tourism”） OR AB＝

（“aviation” and “tourism”） OR AB＝

（“air transport” and “tourist”） OR AB＝

（“air transportation” and “tourist”） OR 

AB＝（“airline” and “tourist”） OR AB＝

（“airlines” and “tourist”） OR AB＝

（“airport” and “tourist”） OR AB＝

（“aviation” and “tourist”） OR AK＝（“air 

transport” and “tourism”） OR AK＝（“air 

transportation” and “tourism”） OR AK

＝（“airline” and “tourism”） OR AK＝

（“airlines” and “tourism”） OR AK＝

（“airport” and “tourism”） OR AK＝

（“aviation” and “tourism”） OR AK＝

（“air transport” and “tourist”） OR AK＝

（“air transportation” and “tourist”） OR 

AK＝（“airline” and “tourist”） OR AK＝

（“airlines” and“ tourist”） OR AK＝

（“airport” and “tourist”） OR AK＝

（“aviation” and “tourist”）

　ここで、TI は論文タイトル（Title）、

AB は抄録（Abstract）、AK は著者キー

ワード（Author Keywords）を示す。

2－3　時間範囲の設定と抽出時期

　航空旅客輸送と観光の相互作用に関す

る研究動向を正確に把握するため、本研

究では、2005年１月１日から2024年12月

31日までに発表された文献を抽出対象と

した。

　文献の抽出は、以下の二回に分けて実

施した。

第１回抽出：2025年４月21日

第２回抽出：2025年５月１日

　その結果、両回において同一の文献群

が得られた。

2－4　包含・除外基準の設定

　本研究では、先行研究におけるシステ

マティックレビューの手法を踏まえ、小

松・原田（2022）を参考に、分析対象文

献の包含基準および除外基準を設定し

た。

（１）包含基準

　分析対象とする文献の包含基準は、以

下のとおりである。

① WOS／SSCI に収録された文献

②�文献タイプが「Article」または「Review 

Article」であるもの

（２）除外基準

　除外基準は、以下のとおりである。

①�会議論文、ワーキングペーパー、およ

び非英語文献

②�著者キーワードが付与されていない文

献

③�タイトル、抄録、本文の内容を精査し

た結果、航空旅客輸送と観光の相互作

用に直接的な関連が認められない文献

　以上の基準に基づき文献の選定を行っ

た結果、最終的に160本の論文が分析対象

として抽出された。なお、WOS／SSCI

データベースにおける文献抽出および選

定の手順については、図－１に示す。

2－5　キーワード概念グループの分類

　Spasojevic et al.（2017）は、研究内容

が類似するテーマを同一のテーマグルー

プとして分類する手法を採用している。

本研究においても、この先行研究の整理

方法を参考に、内容的に類似するキー

ワードを同一のキーワード概念グループ

に分類する手法を採用した。

　その結果、航空旅客輸送と観光の相互

作用に関する160本の論文に含まれる

キーワードは、以下の七つのキーワード

概念グループに整理された。

①�「持続可能な発展」キーワード概念グ

ループ

②�「政策・戦略」キーワード概念グルー

プ

③�「経営・管理」キーワード概念グルー

プ

④�「サービス・サービス品質」キーワー

ド概念グループ

⑤�「観光・目的地」キーワード概念グルー

プ

⑥�「産業研究」キーワード概念グループ

⑦�「研究手法」キーワード概念グループ
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３．研究動向の分析

3－1　論文の発表数の年次推移

　2005年１月１日から2024年12月31日ま

での20年間における、航空旅客輸送と観

光の相互作用に関する論文の発表数の年

次推移を整理した結果、以下の傾向が確

認された。

2005～2009年の５年間では、該当論文は

15本であり、年間平均は３本であった。

2010～2014年の５年間では、論文数は29

本に増加し、年間平均は5.8本となった。

2015～2019年の５年間では、論文数は54

本に達し、年間平均は10.8本であった。

2020～2024年の５年間では、論文数は62

本となり、年間平均は12.4本に増加して

いる。

　図－２に示すとおり、航空旅客輸送と観

光の相互作用に関する研究は、2016年頃

を境に量的拡大が顕著となっている。

2005～2015年の11年間における年間平均

発表数は4.4本であったのに対し、2016～

2024年の９年間では年間平均12.4本に増

加しており、発表件数が大きく伸長した

こ と が 読 み 取 れ る。こ の こ と か ら、

WOS／SSCIに収録された関連研究は、近

年に入って急速に蓄積されつつあると整

理できる。

　2016年以前の研究では、航空輸送の自

由化政策や規制緩和に関する制度的側面

を主な分析対象とする研究が多く見られ

た（Forsyth、2006；Hernandez、2008；

O’Connell and Warnock-Smith、2012；

Dobruszkes and Mondou、2013；Zhang 

and Findlay、2014）。また、同時期には、

観光活動に伴う温室効果ガス排出や航空

部門の環境負荷に着目した研究も一定数

存在していた（Gössling et al.、2008；

Mayor and Tol、2008；Hall et al.、2013；

McLennan et al.、2014；Sun、2014；

Cadarso et al.、2015）。

　2016年以降においても、温室効果ガス排

出（Galindo et al.、2018；Debbage and 

Debbage、2019；Kapeller et al.、2019；

Rico et al.、2019；Antequera et al.、2021；

Sun et al.、2023；Tan et al.、2024）や気

候変動（Ioncica et al.、2016；Debbage and 

Debbage、2019；Higham et al.、2019；

Gössling et al.、2024；Peeters and Papp、

2024）を主題とする研究は継続的に増加し

ている。これらの研究は、航空旅客輸送の

拡大が観光活動を促進する一方で、環境

負荷の増大を通じて観光の持続可能性に

影響を及ぼすという、両者の相互作用を示

唆している。

　さらに近年では、観光需要（Eugenio-

Martin、2016；Balli et al.、2019；Koo 

and Lau、2019；Tsui et al.、2019；Kuok 

et al.、2023；Kuok et al.、2024）、観光客

流 動（Yang et al.、2019；Sacramento、

2022；Vergori and Arima、2022b）、観

光成長（Vieira et al.、2019；Salesi et al.、

2021；Tian et al.、2022）といった観光

側の指標に対して、航空輸送の供給構造

やネットワークの変化がどのような影響

を及ぼすのかを分析する研究への関心も

高まっている。これらの成果からは、航

空旅客輸送と観光の関係が単純な一方向

の因果関係ではなく、相互に影響を及ぼ

図－１　文献抽出の手順
（筆者作成）

図－２　�2005～2024年における航空旅客輸送と観光の相互作用に関する論文の発表

数の推移
（筆者作成）



－154－

日本国際観光学会論文集（第33号）March,2026

し合う動的な関係として捉えられるよう

になってきたことがうかがえる。

3－2　掲載誌

　本研究で分析対象とした160本の論文

は、合計44の学術誌に掲載されていた。

そのうち、掲載論文数が多い上位10誌と、

それぞれの掲載論文数を表－１に示す。

　上位10誌には合計99本の論文が掲載さ

れており、全体の約62％を占めている。

このことから、航空旅客輸送と観光の相

互作用に関する研究は、特定の主要学術

誌を中心に集中的に発表されてきたと整

理できる。

　 掲 載 数 が 最 も 多 い Journal of Air 

Transport Management では、航空輸送

の自由化や規制緩和といった制度的側面

を扱う研究が数多く蓄積されてきた

（Forsyth、2006；Dobruszkes and Mondou、

2013；Zhang and Findlay、2014；Yarde 

and Jonsson、2016；Law et al.、2022）。

加えて、低コスト航空会社（LCC）を対

象 と し た 研 究（Rey et al.、2011；

Martínez-Garcia et al.、2012；Alsumairi 

and Tsui、2017；Ferrer-Rosell and 

Coenders、2017；Alvarez-Díaz et al.、

2019；Vieira et al.、2019）や、国際観光

を 主 題 と す る 研 究（Mayor and Tol、

2008；Khan et al.、2017；Alvarez-Díaz 

et al.、2019）も多く、本誌が航空輸送の

制度・供給構造と観光現象を結びつける

研究の主要な発表媒体として機能してき

たことがうかがえる。

　これに対し、Tourism Economicsでは、

観 光 需 要（Ferrer-Rosell et al.、2015；

Divisekera、2016；Eugenio-Martin、

2016；Balli et al.、2019；Kuok et al.、

2024）や観光成長（Tian et al.、2022）、

観光客流動（Vergori and Arima、2022a）

といった、観光側の量的・動態的指標を

中心に分析する研究が多く見られ、航空

輸送を観光経済分析の説明要因として位

置づける研究傾向が強い。

　また、Sustainabilityに掲載された研究

は、温室効果ガス排出（Kapeller et al.、

2019；Antequera et al.、2021；Yang et 

al.、2022）、気 候 変 動（Vorster et al.、

2013）、カーボンフットプリント（Sharp 

et al.、2016；Kitamura et al.、2020）な

ど、環境および持続可能性の観点から航

空旅客輸送と観光の関係を捉える点に特

徴があり、両者の相互作用を環境制約の

枠組みの中で検討する研究の受け皿とな

っている。

　以上のように、主要学術誌ごとに、航

空旅客輸送と観光の相互作用に関する研

究テーマや分析視点には明確な役割分担

が存在しており、研究の関心や方法論に

応じて発表媒体が選択されてきたと整理

することができる。

４．キーワード概念グループ別の分析

4－1　「持続可能な発展」キーワード概念

グループ

　「持続可能な発展」キーワード概念グ

ループでは、温室効果ガス排出、カーボ

ンフットプリント、気候変動、環境汚染、

温室効果ガス排出削減、持続可能な観光、

観光気候政策など、多様な研究テーマが

含まれている。本研究では、これらのテー

マを、観光活動および航空旅客輸送に伴

う環境影響を評価し、持続可能な発展の

実現に向けた課題や対応策を検討する研

究群として整理する。

　当該研究群の多くは、観光活動に伴う

環境負荷が地球規模で拡大しているとい

う問題意識を共有しており、とりわけ航

空輸送が温室効果ガス排出の主要因の一

つである点に注目している（Gössling et 

al.、2008；Mayor and Tol、2008；Hall 

et al.、2013；Sun、2014；Cadarso et al.、

2015）。この流れの中で、航空旅客輸送に

伴う二酸化炭素排出量の推計や、観光活

動全体のカーボンフットプリントを算出

する研究が蓄積されてきた（Sharp et al.、

2016；Kitamura et al.、2020）。

　さらに近年では、航空輸送および観光

産業の環境効率性を定量的に評価する研

究（Sun et al.、2023；Tan et al.、2024）

や、航空輸送と観光の拡大が気候変動に

与える影響を多角的に検討する研究

（Ioncica et al.、2016；Debbage and 

Debbage、2019；Higham et al.、2019；

Gössling et al.、2024a；Peeters and 

Papp、2024）も見られるようになってい

る。これらの研究は、環境負荷を定量的

に把握する視点を通じて、観光政策や産

業戦略において持続可能性を考慮する必

要性を示している。

　以上のように、「持続可能な発展」キー

ワード概念グループは、航空旅客輸送と

観光の相互作用を環境的制約の観点から

捉える研究を体系的に整理する上で重要

な位置を占めており、本研究においても

中核的な分析対象の一つとして位置づけ

られる。

4－2　「政策・戦略」キーワード概念グ

ループ

　「政策・戦略」キーワード概念グループ

には、航空輸送の自由化、航空輸送政策、

観光政策、航空会社戦略、観光戦略、航

空輸送税など、制度的・政策的枠組みに

関わる研究テーマが含まれている。本研

表－１　�2005～2024年における航空旅客輸送と観光の相互作用に関する論文の掲載

数上位10誌

（筆者作成）
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究では、これらの研究を、政策的介入や

制度設計が航空旅客輸送および観光産業

の発展にどのように作用してきたのかを

検討する研究群として整理する。

　当該グループに分類される研究では、

政府や国際機関による航空輸送制度改革

や政策的措置が、観光需要や観光産業全

体に及ぼす影響が主要な論点として扱わ

れてきた。とりわけ、航空輸送の自由化

政策に関しては、観光客の移動を容易に

国際観光の拡大を促す効果が指摘される

一方で、航空市場における競争の激化や

地域間格差の拡大といった課題も併せて

議 論 さ れ て い る（Forsyth、2006；

Dobruszkes and Mondou、2013；Zhang 

and Findlay、2014；Yarde and Jonsson、

2016；Law et al.、2022）。

　また、観光政策や国家戦略を対象とし

た研究では、政府によるインフラ整備支

援や観光振興策が、航空旅客輸送の発展

を通じて観光需要の形成にどのように関

与 し て い る の か が 検 討 さ れ て い る

（Nguyen and Lin、2023）。さらに、地域

開発戦略との関係においては、空港の新

設や拡張が観光産業および地域経済に与

える影響について、多角的な分析が行わ

れてきた（Bieger and Wittmer、2006；

Mazzola et al.、2022）。

　以上の先行研究を踏まえると、「政策・

戦略」キーワード概念グループに属する

研究は、航空旅客輸送と観光の関係を制

度的・政策的観点から整理する上で重要

な位置を占めていることが分かる。本研

究においても、経済的に持続可能な発展

を検討する上で、航空輸送政策と観光戦

略の関係性を分析する視点は、後続の分

析と密接に関わる要素として位置づけら

れる。

4－3　「経営・管理」キーワード概念グ

ループ

　「経営・管理」キーワード概念グループ

には、観光需要、観光客流動、観光成長、

経済成長、デスティネーション・マーケ

ティング、航空運賃、効率性、航空会社

間競争、航空輸送供給能力など、航空旅

客輸送と観光の関係を経営・管理の視点

から捉える研究テーマが含まれている。

本研究では、これらの研究を、航空輸送

サービスの供給構造や運賃体系、ネット

ワーク供給能力が観光需要や観光活動に

どのように作用しているのかを分析する

研究群として整理する。

　当該研究群の中でも、「観光需要」は航

空旅客輸送と観光活動の相互依存関係を

検討する上で中心的なテーマとして位置

づけられてきた。観光需要と航空輸送

サービス需要との間には強い相互依存関

係が存在することが指摘されており

（Divisekera、2016）、フライト頻度の増

加や航空運賃の引き下げが潜在的な観光

需要および航空輸送需要を喚起すること

が示されている（Fageda et al.、2017；

Kuok et al.、2023）。また、航空輸送供給

能力の拡大が、観光需要をさらに押し上

げる可能性についても検討が進められて

いる（Kuok et al.、2024）。

　さらに、航空路線ネットワークは、送

客市場と観光目的地を結び付ける基盤的

要素として機能しており、観光需要の充

足とともに観光客流動を促進し、観光成

長に寄与することが報告されている

（Verma et al.、2019；Wu et al.、2020；

Efthymiou and Christidis、2023）。航 空

会社間の競争についても、航空運賃の低

下を通じて観光客数の増加につながるこ

とが示されており（Lian and Denstadli、

2010）、その結果として航空輸送と観光の

関係における効率性が高まる可能性が指

摘されている（Fernandez et al.、2018；

Kaya et al.、2022）。

　一方で、既存研究においては、航空を

利用する観光客の輸送効率を総合的に評

価・指標化する分析枠組みについては十

分に整理されておらず、指標構築や実証

手法の面で課題が残されている。この点

は、今後の研究において検討すべき重要

な論点の一つである。

　また、観光地マーケティングの分野で

は、デスティネーション・マネジメント・

オーガニゼーション（DMO）と空港が連

携し、観光商品を共同で開発することに

より観光需要を喚起する事例も報告され

ている（Hvass、2014）。こうした取り組

みは、観光市場の拡大や観光地ブランド

価値の向上に寄与する可能性が示されて

いる（Chen and Lee、2012）。

　以上の先行研究を踏まえると、「経営・

管理」キーワード概念グループに属する

研究は、航空旅客輸送と観光の相互作用

を経営・管理の観点から整理する上で重

要な位置を占めている。本研究において

も、需要形成や旅客流動、輸送効率とい

った視点は、後続の分析枠組みを構築す

る上で基盤となる要素として位置づけら

れる。

4－4　「サービス・サービス品質」キー

ワード概念グループ

　「サービス・サービス品質」キーワード

概念グループには、デスティネーション・

ブランド、観光客行動、空港サービス、

輸送サービス、サービスカバレッジ、サー

ビス品質、目的地満足度、観光体験、観

光客の信頼、観光行動、リピーター観光

など、航空輸送と観光におけるサービス

提供および顧客体験に関わる研究テーマ

が含まれている。本研究では、これらの

研究を、航空輸送サービスの質や観光体

験が観光需要や目的地選好、観光客の行

動意図にどのように関与しているのかを

検討する研究群として整理する。

　当該研究群では、サービス水準および

サービス品質の向上が、航空旅客輸送と

観光の双方にとって重要な課題として位

置づけられてきた。具体的には、デステ

ィネーション・ブランドの形成やその影

響 力 に 着 目 し た 研 究（Vujicic and 

Wickelgren、2011；Al Saed et al.、2020）、

空港サービスが観光地体験に及ぼす影響

を検証した研究（Wattanacharoensil et 

al.、2017）、サービス品質と顧客満足度の

関係を分析した研究（De Albuquerque et 

al.、2022）、さらには顧客ロイヤルティや

再訪意図の形成要因を検討した研究

（Seetanah et al.、2020）などが蓄積され

ている。

　これらの先行研究からは、航空輸送
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サービスの質的側面が観光客の体験価値

を高め、目的地満足度や信頼の形成を通

じて、観光需要や航空旅客輸送量に影響

を及ぼす可能性が示されている。

　以上を踏まえると、「サービス・サービ

ス品質」キーワード概念グループに属す

る研究は、航空旅客輸送と観光の相互作

用を観光客体験の観点から整理する上で

重要な位置を占めている。本研究におい

ても、目的地選好や行動意図の形成過程

を検討する際に、サービス提供の質や顧

客体験に着目する視点は、後続の分析と

密接に関わる要素として位置づけられ

る。

4－5　「観光・目的地」キーワード概念グ

ループ

　「観光・目的地」キーワード概念グルー

プには、国際観光、国内観光、ストップ

オーバー観光、島嶼観光、観光目的地、

トランジット・デスティネーション、ス

トップオーバー・デスティネーションな

ど、航空旅客輸送と観光活動の空間的関

係に着目した研究テーマが含まれてい

る。本研究では、これらの研究を、航空

旅客輸送が観光活動の分布や目的地選択

にどのように関与してきたのかを検討す

る研究群として整理する。

　観光は航空旅客輸送の主要な利用目的

の一つであり、とりわけ国際観光におい

ては、地理的条件や陸上交通の制約を背

景として、多くの観光客が航空旅客輸送

を選択してきた。そのため、航空旅客輸

送と国際観光との関係は、これまで密接

な 相 互 作 用 と し て 議 論 さ れ て き た

（Mayor and Tol、2008；Lian and 

Denstadli、2010；Khan et al.、2017；

Alvarez-Díaz et al.、2019）。一方で、国

際観光の拡大に伴う航空旅客輸送量の増

加は、温室効果ガス排出や環境汚染とい

った環境負荷の観点からも重要な論点と

し て 扱 わ れ て い る（Mayor and Tol、

2010b；Happonen et al.、2023）。

　また、低コスト航空会社（LCC）の運

航拡大に関する研究では、航空運賃の低

下を通じて国内観光需要を喚起し、移動

時間の短縮や利便性の向上に寄与してい

る点が指摘されている（Tsui、2017）。そ

の一方で、LCC利用の拡大が航空輸送量

の増加を通じて環境負荷を高める可能性

についても議論が行われている（Ceron 

and Dubois、2021）。さらに、航空輸送技

術の進歩や生活水準の向上を背景とし

て、大衆観光における航空利用が一般化

してきた過程についても検討が進められ

ている（Hernandez Luis、2008）。

　目的地と空港との関係に焦点を当て

た研究では、空港が単なる交通結節点に

とどまらず、観光体験の一部として機能

し て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る

（Wattanacharoensil et al.、2016；

Wattanacharoensil et al.、2017）。また、

ハブ空港の形成は、新たな観光形態とし

ての「ストップオーバー観光」を生み出

し、観光の空間的多様化や目的地選択の

幅を拡大させてきたといえる（Tang et 

al.、2017；Tigu et al.、2018）。

　以上の先行研究を踏まえると、「観光・

目的地」キーワード概念グループに属す

る研究は、航空旅客輸送と観光目的地と

の関係を空間的・構造的観点から整理す

る上で重要な位置を占めている。本研究

においても、観光地の発展戦略や航空輸

送政策を検討する際の基礎的な分析視点

として、この研究群の知見を位置づける。

4－6　「産業研究」キーワード概念グルー

プ

　「産業研究」キーワード概念グループに

は、LCC、レガシー・キャリア、ネット

ワーク航空会社、チャーター航空会社、

空港、ハブ空港など、航空旅客輸送と観

光の相互作用を担う産業主体に着目した

研究テーマが含まれている。本研究では、

これらの研究を、航空会社および空港と

いった産業構成要素が、観光活動や観光

地の発展にどのような役割を果たしてき

たのかを検討する研究群として整理す

る。

　当該研究群では、航空産業と観光産業

が、航空旅客輸送と観光との相互作用を

支える基盤的な枠組みを構成している点

が共通して指摘されている。例えば、レ

ガシー・キャリアに関する研究では、高

品質なサービス提供を通じて、観光客の

多様なサービス需要に対応してきた側面

が論じられている（Vieira et al.、2019）。

一方、ネットワーク航空会社については、

路線ネットワークの接続性を高めること

により、送客市場と観光目的地との結節

を強化し、観光需要や観光客流動の拡大

に寄与してきた点が整理されている

（Calzada and Fageda、2019）。

　また、チャーター航空会社を対象とし

た研究では、観光客の特定のニーズに応

じた柔軟な輸送サービスを提供すること

で、パッケージ型観光や団体観光の発展

に関与してきたことが示されている

（Dobruszkes et al.、2016；Vieira et al.、

2019）。

　空港を対象とする研究に目を向ける

と、トランジット・ハブ空港は、乗り継

ぎ機会を提供する結節点として機能し、

観光地間のアクセス性を高める役割を果

たしてきたことが指摘されている（Tsui 

et al.、2018）。一方で、中小規模空港に

ついては、地域観光地への航空アクセス

を拡大する役割を担い、国内観光や地方

観光の発展に寄与している点が明らかに

されている（Chow et al.、2021）。これら

の研究からは、航空会社および空港とい

った産業主体が、それぞれ異なる形で航

空旅客輸送と観光との相互作用に関与し

てきたことがうかがえる。

　以上の先行研究を踏まえると、「産業研

究」キーワード概念グループに属する研

究は、航空会社および空港を中心とする

産業構成要素の役割を整理する上で重要

な位置を占めている。本研究においても、

航空旅客輸送と観光の相互作用を分析す

る際の制度的・経済的背景として、この

研究群の知見を基礎的な分析視点として

位置づける。

4－7　「研究手法」キーワード概念グルー

プ

　「研究手法」キーワード概念グループに

は、モデル分析、回帰分析、パネルデー
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タ分析、投入産出分析など、航空旅客輸

送と観光の相互作用を検討する際に用い

られてきた主要な方法論が含まれてい

る。本研究では、これらの先行研究を、

航空旅客輸送と観光の関係をどのような

分析枠組みで捉えてきたのかという観点

から整理する。

　既存研究においては、「モデル」を用い

た分析が幅広く採用されており、観光需

要（Tsui et al.、2019；Kuok et al.、2024）、

観光成長（Salesi et al.、2021）、観光客流

動（Yang et al.、2019；Vergori and 

Arima、2022b）といった多様な研究対象

に適用されてきた。また、均衡モデルを

活用した研究では、航空輸送を通じた観

光の経済的効果を定量的に把握しようと

す る 試 み が 行 わ れ て い る（Forsyth、

2006）。

　将来動向に着目した研究では、予測手

法を用いて観光需要や観光成長を分析

し、政策的示唆の導出を試みる研究も見

ら れ る（Eugenio-Martin、2016）。さ ら

に、環境投入産出モデルを適用した研究

は、炭素排出を中心とした環境影響の分

析に用いられており、航空輸送および観

光活動が環境に及ぼす影響を数量的に評

価する枠組みを提示してきた（Sun、

2014；Tan et al.、2024）。

　一方で、本研究で対象とした160本の論

文を方法論の観点から整理すると、理論

的枠組みの構築や理論モデルそのものを

中核に据えた研究は必ずしも多くないこ

とが確認できる。この点は、航空旅客輸

送と観光の相互作用をより体系的に理解

する上での課題として位置づけられる。

　以上を踏まえると、今後の研究におい

ては、理論的深化に加え、複数の分析手

法を組み合わせた統合的な方法論の構築

が求められる。本研究では、このような

問題意識のもと、理論的枠組みを明示し

た上で分析モデルを構築する。

５．結論

　本研究は、2005年から2024年までの20

年間に発表された160本の論文を対象と

して、航空旅客輸送と観光の相互作用に

関する研究動向を体系的に整理・分析し

たものである。なお、本稿における「相

互作用」とは、航空旅客輸送と観光の間

における因果関係を直接的に実証するこ

とを意味するものではなく、既存研究に

おいて両分野が相互に関連しながら研究

テーマや研究関心を形成してきた状況を

把握するための概念として用いている。

既存研究をキーワード概念グループ別に

整理した結果、航空旅客輸送と観光の相

互作用に関する研究は、「持続可能な発

展」「政策・戦略」「経営・管理」「サービ

ス・サービス品質」「観光・目的地」「産

業研究」「研究手法」の七つの分野に大別

できることが明らかとなった。

　このうち、「持続可能な発展」分野で

は、温室効果ガス排出、カーボンフット

プリント、気候変動といった環境問題を

主題とする研究が近年増加しており、航

空輸送の拡大に伴う環境負荷への対応が

重要な学術的課題として位置づけられて

いる。また、「政策・戦略」分野では、航

空自由化政策やオープンスカイ協定、観

光振興政策など、制度的枠組みの変化が

観光需要や地域経済に及ぼす影響を検討

する研究が蓄積されてきた。

　一方、「経営・管理」および「サービ

ス・サービス品質」に関する研究では、

観光需要、航空輸送供給能力、顧客満足

度、サービス品質といった実務的課題に

焦点を当てた分析が中心であり、観光客

行動や体験価値の視点を取り入れた研究

が増加している。また、「観光・目的地」

および「産業研究」分野では、航空ネッ

トワーク、空港、航空会社といった産業

構造的要素に着目し、観光地発展や地域

経済への波及効果を検討する研究が多く

見られた。さらに、「研究手法」分野で

は、モデル分析、回帰分析、パネルデー

タ分析、投入産出分析などの定量的手法

が広く用いられている一方で、理論的枠

組みの構築や方法論的統合の余地が残さ

れていることも確認された。

　以上の分析から、航空旅客輸送と観光

の相互作用に関する研究は、環境、政策、

経営、サービス、産業、地域といった多

様な領域を横断する学際的研究分野とし

て発展してきたことが整理できる。その

中でも、「温室効果ガス排出」「航空輸送

の自由化」「観光需要」は、特に研究の蓄

積が進んでいる中心的テーマである。

　また、論文の発表数は年々増加傾向に

あり、とりわけ2016年以降に顕著な拡大

が見られた。このことは、航空旅客輸送

と観光の相互関係が国際的な関心を集

め、研究対象として定着しつつあること

を示唆している。

　本研究の整理結果を踏まえると、今後

の研究においては、理論的枠組みの深化

に加え、ビッグデータ分析や AI を用い

た予測モデル、地域特性を考慮した比較

分析など、新たな方法論を取り入れた研

究展開が重要となる。

　総括すると、本研究は、航空旅客輸送

と観光の相互作用に関する既存研究を体

系的に整理することで、研究分野の全体

像を明確にするとともに、今後の研究課

題を整理した点に意義を有する。本研究

で示した整理枠組みは、環境持続性と経

済成長の両立、政策と市場の関係、理論

と実証の接続といった論点を検討する上

での基礎的視座を提供するものである。

６．今後の課題

　本研究には、いくつかの限界点が存在

する。第一に、本研究で分析対象とした

論文は、WOS／SSCI に収録された学術

誌論文に限定されている点である。この

ため、学位論文、政策報告書、業界レポー

トなど、学術誌以外の研究成果は分析対

象に含まれておらず、研究動向の把握に

は一定の制約が残る。今後は、Scopusや

Google Scholar など、他の文献データ

ベースを併用することで、より幅広い研

究成果を対象とした分析が可能になると

考えられる。

　第二に、論文抽出に用いた検索キーワー

ドを「air transport」「air transportation」

「aviation」「airline」「airlines」「airport」

「tourism」「tourist」に限定した点が挙げ

られる。このため、これらの語を直接含ま

ないものの、実質的には関連性を有する研
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究が抽出対象から漏れている可能性を完

全には排除できない。関連概念を含むキー

ワードの拡張や、階層的な検索手法の導入

は、今後の課題として残されている。

　第三に、本研究では、論文に付与され

た「キーワード」に基づいて研究内容の

分類を行ったが、キーワードの設定には

著者の主観が反映されるため、研究テー

マの整理に一定の偏りが生じる可能性が

ある。この点については、キーワード分

析に加えて、論文本文を対象としたテキ

ストマイニングや内容分析を組み合わせ

ることで、より客観性の高い分類が可能

になると考えられる。

　以上の点を踏まえると、本研究は、航

空旅客輸送と観光の相互作用に関する研

究動向を把握するための基礎的整理を行

ったものとして位置づけられる。今後は、

データベースの拡充、検索手法の工夫、

分析方法の高度化を通じて、本研究で示

した整理枠組みを発展させることが求め

られる。
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